
特定非営利活動法人

女性技術士の会

私たちは、幅広い技術分野に対応できる技術者
集団です。科学技術発展のための普及啓発事
業、女性技術者の育成、子供たちが科学技術
に親しむ機会の創出等さまざまな分野で活動し
ています。

注）複数部門取得者あり

国際会議への出展ポスター

 入会のご案内 会員の技術部門

理事長：木村了
Webサイト：http://pej-lady.org/

会の運営に関わっていただける正会員のほか、一緒に
活動していただける方（協力会員）、活動に賛同し
てくださる方（賛助会員）を募集しております。

会員区分
○正会員：
当会のメンバーとして法人活動を主体的に行う個人ま
たは団体です。法人の運営にも関わり、総会における
議決権を有します。
年会費 個人：3,000円 団体：10,000円

○協力会員
当会のメンバーとして正会員とともに法人活動に参画
する個人または団体ですが、総会における議決権はあ
りません。
年会費 個人：2,000円 団体：10,000円

○賛助会員
当会の活動を支援する個人または団体です。
活動への参画、総会における議決権はありません。
年会費 個人：1口 2,000円（1口以上）
団体：1口10,000円（1口以上）

お申込み・お問合せ先
事務局担当 角田ふで子
申込・問合せメール：info@pej-lady.org

 会費の入金先
みずほ銀行(0001) 所沢支店
店番号558 口座番号（普通） 1185083
特定非営利活動法人女性技術士の会
口座名「トクヒ ジョセイギジュツシノカイ」



 事業内容

一般市民を対象とし、科学技術の振興と発展に根
ざした豊かな社会環境の整備の実現に貢献することを
目的として以下の事業を行います。

(1)科学技術の振興を図る

市民生活の中に科学技術を浸透させ、子供たちが
科学技術に親しむ機会を増やします

(2)男女共同参画社会の形成の促進を図る

女性技術者・科学者の育成や社会に進出するため
の支援を行い、科学技術をとおして男女共同参画社
会を構築することを目指します

(3)国際協力

海外の女性技術者・科学者との交流を通して働く
女性に共通する諸問題の調査、研究を行います

(4)まちづくりの推進を図る活動

子育てや介護、自身の生活とのバランスのとれたライフ
スタイルに基づく新たなまちづくりを目指します

国際会議への参加

☆国際女性技術者・科学者会議(ICWES)

当法人は3年ごとに開催されるこの会議に第11回
(幕張1999年)から参加しています。第16回(米ロサン
ゼルス2014年10月)では、前回豪アデレードから引続
き「世界の働く女性技術者たちのワークライフバランス事
情」に関するワークショップを主催しました。

☆日韓女性技術士交流会の開催

日本と韓国の女性技術士の交流の場(毎年交互開
催)です。第8回交流会は2014年10月に松山で開催
しました。

☆日中韓女性科学技術指導者フォーラム

2014年8月に内モンゴル自治区で開催され、途上国
における女子の理系教育の必要性について発表を行い
ました。

出版物

「行動する女性技術士たちVol.2」：26人の女性技術士
が技術者になったきっかけ、技術者としての経験、ワークライ
フバランス等を紹介した冊子。

「理系の仕事って？」：進路に悩む中高校生に向けて、理
系進学とその後の就職の関連を紹介した冊子。

技術士とは・・・
「技術士」とは、科学技術に関する高等の専門的応用能力を必要とす
る事項についての計画、研究、設計、分析、試験、評価またはこれらの
指導の業務を担当する人で、「技術士法」に基づいて行われる国家試
験（「技術士第二次試験」）に合格し、技術士として登録したものが
名乗る国家資格です。建設、環境、上下水道をはじめ科学技術分野
で２１の登録部門があります。

市民向けシンポジウムの開催

「おもしろいまちづくり」をテーマにシンポジウムを開催しまし
た。

2008年 女性技術士からの発信-わたしが考える

住んでおもしろいまちづくり-

2009年 ぱぱ・まま・こどものおもしろまちあそび

2010年 くらしの中のエコ技術

2011年 リスク回避の生活術を考えよう

2012年 目指せ、エコ達人

2013年 生き物のいるまちづくり：生物多様性は必要か

会員の技術研鑽
会員の交流や技術研鑽の機会を提供しています。

2010年 会員の勤務先である国立天文台の見学(写真)

2011年 金町浄水場高度浄水施設工事現場

2014年 だいし水辺の楽校見学会（写真）

技術サロンへの協力
社団法人日本技術士会の男女共同参画推進委員会
が主催する「技術サロン」に協力しています。

 沿革

・1993年：日本技術士会の女性会員の有志が、
女性の技術士へ呼びかけ、これに応じた38名で発
足。

・2007年11月27日に「特定非営利活動法人」と
して東京都に登録。

・2015年4月1日現在の会員数は、 正会員、協

力会員、賛助会員合わせて121名です。
会員の自主活動への支援

イベントへの参加

「サイエンスアゴラ」（科学技術振興機構(JST))主
催）、「女子中高生夏の学校（独立行政法人 国立
女性教育会館主催）」など、科学技術の振興や男女
共同参画の推進に関する行事へ参加しています。

会員の交流や自己研鑽活動への支援を行っています。

ニュースレターの発行
会員向けに、年に４回会報を発行しています。


